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本  日  の  卓   話 
９ 月１４日 （水） 
｢ ベトナム事情 ｣ 
簡 仁一 会員 

 

例 会 記 録 
第２２５１ 回例会 ９月 ７日（水）晴       
●ロータリーソング「我等の生業」斉唱  
●ゲスト・スピーカーご紹介 
 井上暎夫様（RI第 2660 地区パストガバナー） 
 
※9月会員誕生   日野岡、掛谷、朱、辰巳 
※9月配偶者誕生 高島邦子、山田晴義、橋本律子 
         菊山恵子、日野岡ひとみ、 

久保秀子、戸川聖子、山道悦子 
※９月結婚記念  山田 
※９月入会記念  橋本(淳)、河原崎 
 
 
 

会 長 の 時 間      秋山 勤会長 

井上PGお忙しい中を、卓話においで頂き有難うご
ざいました。 
心配した台風１４号の影響も殆ど受けることなく済

み、幸いでした。被災地の方々には，心から同情申し

上げるとともに１日も早い復興をお祈り申し上げます。 
ﾊﾘｹｰﾝ ｶﾄﾘｰﾅ被災地の皆様にも同様で、早速、義捐金 
集めに取り掛かりたいと思います。 

 

出 席 報 告 
第２２５１ 回例会 前々回（第２２４９ 回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率

 ３２ (８) 17 7 70.83 ％ 4 83.33 ％ 

 

 
 
ご協力をお願いします。 
９月は、「新世代のための月間」です。 
井上PGから、いろいろな話を聞かせて頂けると、楽
しみにしています。 

9月は、国際的にも忙しい月になりそうです。 
一週間かけて、ｲﾝﾄﾞﾈｼﾔ・ﾊﾞﾘ島のﾊﾞﾘﾆﾃｲ・ﾏﾝﾀﾞﾗ小学校

へ学用品を届けた後、姉妹ｸﾗﾌﾞの台北西北RC45周年
記念式典に参加して来ます。また、同行するﾛ-ﾀｰｱｸﾄ
２名とともに、ﾃﾞﾝﾊﾊﾟｻｰﾙRACとの交歓会にも出席し
てくる予定です。 

9月 3日橋本陽二増強委員長と、会員増強ｾﾐﾅｰに出
席してきました。 
会員増強のためのｱﾝｹｰﾄ調査を始めたいと思います。ﾊ

ﾘｹｰﾝ 「カトリーナ」被災者義捐金と共によろしくお

願いします。 
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
台
湾
訪
問
壮
行
会 



幹 事 報 告        松尾康弘幹事 

１、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
 １）ＲＩ国際大会の案内 2006／6／11～14 
於：ｽｳｴｰﾃﾞﾝ･ﾏﾙﾒ､ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ 

   参加型討論(識字率向上･水保全･ﾛｰﾀﾘｰの公共 
ｲﾒｰｼﾞ) 

 ２）秋の全国交通安全運動ﾎﾟｽﾀｰ、なにわエコｳｴｰ

ﾌﾞ（なにわエコ会議の情報誌） 
 ３）第３回ﾛｰﾀﾘｰ囲碁東京大会の案内  

10／29（土）於：東京・市ヶ谷日本棋院会館 
 ４）2008－09 年度ｶﾞﾊﾞﾅｰﾉﾐﾆｰ候補者推薦書提出
の案内   10／31締切 

 ５）大型ﾊﾘｹｰﾝ「ｶﾄﾘｰﾅ」に対する義援金のお願い 
 ６) 青少年交換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ配布 
 ７）ザ･ﾛｰﾀﾘｱﾝ 9月号 
 
２、第３回理事会報告(９月７日開催) 

１）秋山会長挨拶 

２）10月度プログラムの件        承認 

３）職場訪問の件            承認 

  10月19日→10月22日（土）移動例会とする 

   三重県松阪の「エスカルゴ牧場」の見学 

４）水資源プロジェクトの件 

（久保国際奉仕副委員長）  承認 

   インドネシア・バリ島バングリ県キンタマニ

区ステル村の水のパイピングの援助 

   条件が合えば茨木ＲＣ、高槻西ＲＣ、デンパ

サール・コタＲＣでマッチンググラントの申

請をしたい 

５）指名委員会委員選出の件       承認 

   秋山会長に一任 

６）茨木市美術展に伴う賞の提供の件   承認 

   5,000円×4点 

７）その他 

  ・外郭団体事務局員親睦旅行の件    承認 

（9/30～10/2）9/30（金）は事務局お休み 

・大型ﾊﾘｹｰﾝ｢ｶﾄﾘｰﾅ｣に対する義援金のお願い   

一人2,000円以上をお願いする    承認 

８）長澤直前会長講評 

 
 
 
 
 
 

卓  話 
「新世代のための月間によせて」 

RI第2660地区 井上暎夫パストガバナー 
 

 
 
 ９月が『新世代のための月間』であることはよく

知られております。 

しかし、各クラブがこの月間、会報や広報資料に

『各ロータリアンは青少年の模範』の標語を使う事

をロータリー章典によって奨励されている事はあ

まり知られておりません。 

この標語によれば、この９月はロータリアン各々

が自らを省みて模範足り得るかを問う月間という

事にもなります。 

 当地区には、他地区には無い新世代合同委員長会

議という組織があります。これは１９９７～９８年

度に当時の近藤ガバナーの提案により設置されま

したものです。 

ＲＩは新世代のプログラムをインターアクト、ロ

ーターアクト、ＲＹＬＡ、青少年交換の4つとして

おりますが、これに財団奨学生・学友、ＧＳＥと日

本独自の米山奨学生・学友を加え、縦割り組織の弊

害を無く、し青少年のロータリーに対するかかわり

をより複合的に、より長く持ってもらおうとの願い

をこの組織に込めております。 

幸いこの各委員会間の情報交換や協力体制はよ

く機能するようになり、永年続けてきた成果が見ら

れる事はうれしい限りです。 

 さて、最近よくニートという言葉をよく耳にしま

す。Ｎｏｔ ｉｎ Ｅｍｐｌｏｙｍｅｎｔ,Ｅｄｕ

ｃａｔｉｏｎ ｏｒ Ｔｒａｉｎｉｎｇの略で職

につかず、学校にも行かず、就労に向けた動きも無

い若者を指します。 

政府の集計によると１５歳から３４歳のニートと

呼ばれる人は６４万人と推定され、10 年前より 20

万人増加し、今後も増加傾向にあると云われており

ます。文科省は今秋を目途に初の実態調査に乗り出

す事に決めました。 

労働政策研究・研修機構の小杉礼子先生はニート

を４つに類型化しております。 

１．ヤンキー型 反社会的で享楽的 今が楽しけ

ればというタイプ 

２．ひきこもり型 社会との関係を築けず.こも



ってしまうタイプ 

３．立ちすくみ型 就職を前に考え込んでしまう

タ イプ 

４．つまずき型 一旦は就職したものの早々に辞

め、自信を喪失したタイプ 

であります。 

この原因を東京大学玄田助教授は経済状況、産業

構造の問題とし、年齢、技術・技能、にミスマッチ

があるとし、特に、希望するものが無い、何をした

いかが分からないといった心のミスマッチを指摘

しています。 

技術・技能については、取得意欲さえあれば政府

も都道府県も色々な施策をしておりますが、問題は

その意欲をいかに目覚めさすかにあります。 

 7 月に大阪商工会議所、大阪府、大阪市などが若

年層の就労意識を高めてもらう「大阪キャリア教育

支援ステーション」を開設、小・中・高校を対象に

社会人講師の紹介や就業体験を支援することとし

ました。 

実はこの分野でロータリーはその先駆者であり

ます。 

わが地区でも、例えば豊中ＲＣが出前授業を、吹

田西ＲＣが職場体験を実施しております。日本国内

でも素晴らしい成果を上げている地区があります。 

例えば、第 2770 地区(埼玉県)は３日間の職場体験

提供事業所一覧や中学講話人材名簿を作成し、県下

の学校にその活用を呼びかけ成果をあげておりま

す。 

申し込みが地元ロータリークラブとなっている

のも、すばらしいことです。 

 ニートと呼ばれる人のうち、たちすくみ型や、つ

まづき型についてロータリークラブが果たせる役

割はかなり大きいと考えます。 

なぜなら職業奉仕を標榜する奉仕団体は、唯一ロ

ータリークラブしかありません。 

2770地区の例で云いますと、職業奉仕委員会が担当

をしておりますが、ロータリーの活動に垣根を持ち

込む必要はありません。 

新世代委員会と一緒になって奉仕すれば、素晴ら

しい活動となることでしょう。 

私達も縦割り組織に拘らず、現代の事象に対し、

複合的に対応する必要を痛感いたしております。 

 
 

ニ コ ニ コ 箱            戸川副Ｓ.Ａ.Ａ 

※配偶者誕生を記念      久保、戸川、山田 
※結婚記念                山田 
※井上ＰＧより卓話お礼をニコニコに頂きました 
※井上ＰＧお忙しい中有難うございました  秋山 
※井上ＰＧに久し振りにお会い出来ました 
                  橋本（陽） 

※井上ＰＧ卓話ありがとうございました   簡 
※ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・バリと台北へ行ってきます   久保 
※井上ＰＧ卓話ありがとうございました   中西 
※ 会社設立５０周年記念を 9／2 に迎えました 
岡野会員他当ホテルにはお世話になりました 

中西 
※井上ＰＧ卓話を有難うございました   大森 
※簡会員笠原会員 地区委員会に代理出席お願いし
申しわけなく存じます         大森 
※すがらしい卓話を有難うございます    辰巳 
※「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金   ￥16,246 
 

本日計 ７２，２４６円   
累 計５９２，２４６円 

 

次 回 卓 話 
「５分間スピーチ」 
     長澤、久保、野田、吉田各会員 

 
 

 

ミニ情報 
   ロータリー奉仕理念の流れ 

1992年５月９日 

国際ロータリー第2660地区 

ガバナーノミニー 山 中 文 和 

１．古典ロータリーの時代 

①905年2月23日、経済恐慌で人心の荒れすさん

でいたシカゴで、友人もいなかった弁護士のポ

ール・ハリスが、 

    職業の異なった人達が、会合を持ち 

お互いに扱う品物を分かちあうなど 

助け合って、親しく、仲良く 

   という目的で、まず４人で発会した。 

 ②定期に2回、3回と回を重ねる毎に、職業を異 

にする会員が増えていったが、あくまでもこれ 

は、先着優先の異業種同志である。 

   そのうちに、貧しい新聞少年を労ったり、半

農の牧師を助けたり、市内各所に公衆便所を設

ける市民運動を仕掛けたりするようなクラブ

になっていった。 

   この時点で既に、例会出席の義務と１業種１

会員の制度は守られていた。 

 ③1906年の秋ごろには、会員間の物質互恵だけで



なく、人のため、世の中のためになろうとする

気運が生まれてきた。 

   この様子をポール・ハリスは、後年のその著

書で、「ルネッサンスの足音は、1906 年の後半

ころから聞こえ始め、1907年に入って、その響

きようやく高く・・・・」 

  と回顧している。 

 ④1907年1月には、ポール・ハリスはシカゴ・ク

ラブの第３代会長に就任したが、ここで、ポー 

ル・ハリスは「人のため、世のため」という考 

えを一歩踏み込み、クラブ内のみの物質互恵、 

相互扶助に止まらず、綱領に「シカゴ市の利益

を推進・・・・」の１項を加えるなど、内部の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親睦より外部への｢心尽くし｣を熱心に唱え始

めるに至った。 

 ⑤このようにポール・ハリスは、例会ごとに 

｢人のため、世のため｣を説いて飽くことがなか

ったので、クラブ内の親睦を第１義とする多数

の会員からひんしゅくを買う羽目となり、気ま

ずい雰囲気が出来上がることになる。  

その空気を和らげるために、皆で歌をうたう

習慣が出来上がったりしたが、ポール・ハリス

によると「この状態は1913年まで続いた。」と

言っている。 


